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ratio，　Pin　ratio，　Relative　flow　ratio（RFR）はPTA前

後で有意差がみられ，R－MTT　ratio，　Pin　ratio，　RFRは

PTAの適応ならびに客観的効果判定の1っの指標とな

りうると思われ，特にRFRは単位時間当たりの血流量

を反映しており，有用な指標であると考えられる．

38．FRTL－5細胞を用い，ヨードとりこみを指標とした
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　われわれは最近開発されたTSAb（Thyroid　Stimulat－

ing　Antibodies：甲状腺刺激抗体）アッセイにおいて，

健常妊婦の一部に陽性を示すものを見いだしたので報告

する．【方法］血清250μ1より15％ポリエチレングリ

コールにて抽出した粗グロブリン分画を用い，ラット甲

状腺細胞株であるFRTL－5細胞内に産生されたcAMP

量をRIAにて測定した．血中TSH濃度はIRMA法に

てhCG濃度はRIA法にて測定した．【結果］健常妊婦

70例中25例（35．7％）に甲状腺刺激物質が検出され，陽

性例のcAMP増加率は154．（F529．5％（正常145％以下）

であった．①標識hCGの15－20％が粗グロブリン分

画に混入すること，②hCG添加により細胞内cAMP

量が増加すること，③甲状腺刺激活性と血清hCG濃度

との間に有意の相関関係が認められること（r－0．708，

P＜0．001）より，検体に混入したhCGによる甲状腺刺

激作用のために陽性を示すものと考えられた．血清TSH

濃度の低い（〈0．25μU／ml）妊婦は70例中9例（12．9％）

であり，このような症例ではTSH濃度正常の症例に比

べて甲状腺刺激活性および血清hCG濃度が有意に高い

値を示した（両者ともP＜0．01）．TSHのアッセイ系に

hCGを添加し測定値に及ぼす影響を検討したが，妊婦

血中のhCGの交差反応のためにTSH濃度が低値を示

したとは考えられず，したがって，妊婦においてはhCG

またはその類似物質により甲状腺が実際に刺激されてお

り，そのために血中TSH濃度が低下している可能性が

示唆された．［結論】TSAbアッセイにおいて，甲状腺機

能正常の妊婦血清の一部が陽性を示した．このような陽

性例では血中hCG濃度が高く，TSH濃度が低く，hCG

またはその類似物質が実際に妊婦の甲状腺を刺激してい

る可能性が示唆された．

　ラットFRTL・5細胞を用い，ヨードとりこみを指標

とした異常甲状腺刺激および抑制活性測定法を開発した．

【対象と方法］対象は未治療バセドウ病患者12例と，甲

状腺機能低下症患者24例．FRTL－5細胞にPEG抽出患

者IgGを加え，　TSH，　forskolin（FK），　dibutylyl－cAMP

（DBC）添加または非添加にて47時間培養後，1251を加

えてさらに1時間培養した．次にメディウムを吸引し，

細胞にとりこまれた1251をカウントした．TBIIはトラ

ベノール社のキットを用いて測定した．【結果】本測定系

の測定感度は，TSH　O．5　／tU／mlであり，50μU／m1で最

大反応を示した．測定間および測定内変動係数は，おの

おの8．5および4．2％であった．1251とりこみ0・94μU／

ml　TSH当量以上を示す刺激活性陽性者は，未治療バセ

ドウ病患者では12例中10例（83％）であり，その活↑’1は

cAMP産生を指標とたTSAb活性と有意の正相関（r＝

0．78，P＜0．01）を示した．一方，　TSH　10／tU／nilと患者

IgG存在下での1251とりこみが6．9μU／m／TSH当量以

下を示す抑制活性陽性者は，甲状腺機能低下症患者では

24例中3例（13％）であった．これら3例中，TBII陽性

は2例のみであった．またTSHだけでなく，　FK，　DBC

刺激によるヨードとりこみも抑制するIgGがみられた．

［まとめ］ラットFRTL・5細胞を用いて，1251とりこみ

を指標とした異常甲状腺刺激および抑制活性測定法を開

発した．本測定法は自己免疫性甲状腺疾患庄者の甲状腺

刺激および抑制の機序解明に有用であると考えられた．
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　【目的］中枢性甲状腺機能低下症の一部で，生物活性の

低いTSHが分泌されていることが報告されている．ま

た，原発性甲状腺機能低下症や非甲状腺疾患の一部で，

TSHの生物活性の低下が示唆された報告がみられる．

一
方，以前より報告されている生物活性測定法は方法の

煩雑さ，あるいは感度不足のため臨床応用は困難であっ
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